
第７回まちづくりビジョン策定委員会会議報告 

 

日   時 平成２２年６月９日（水）１９：３０～２１：００  

場   所  大栄農村環境改善センター 青年研修室 

出 席 者  

福井利明委員長   進木富夫副委員長   田中良夫委員 

淀瀬千賀子委員     種子至剛委員     徳岡幸裕委員 

山信幸朝委員                福谷則枝委員 

林 邦臣委員       竹歳美穂子委員     岩田由美委員 

（欠席）福山 浩委員、飯田鈴子委員、三谷里美委員 

 

（事務局）田中課長、大庭室長、中野副主幹 

 

内 容 

  

○開会 

  

○あいさつ 

委員長：１日の仕事を終え、お疲れのところ集まっていただき感謝する。みなさんに知 

恵を出し合ってまとめていただいた素案を４月２６日に町長へ提言させていた 

だいた。そういう経緯の中で、もう一度集まってもらい私たちの目を持ってさ 

らにチェックをかけたいという思いを強くした。町長は、もっと鋭い切込みを 

期待されていたという空気を感じた。これでわが町に住む人たちが確かな豊か 

さを感じることができるのか、違う目で検討できればと思う。申し訳ないが、 

満足いくビジョンを責任もって最終提言できるものに磨き上げたい。 

   

○報告 

 前回から提言に至るまでの経過を報告  

課 長：提言は急遽町からお願いしたものである。なぜかといえば、これは議会の議決 

がいるもので、今のところ９月議会を予定している。スケジュールを逆算する 

と、５月に地域座談会で素案のさわりを説明することになり、その前には議会 

への説明が必要となる。そうするとどうしても今の段階で提言いただかなけれ 

ばならないことになった。議会では、策定委員会は終結しておらず、パブリッ 

クコメントや庁内の検討作業と同時進行で作業を進めており、原案をまとめる 

と説明している。次の段階を踏むために無理にお願いしたことをご理解いただ 

きたい。 

 

○協議 

・今後のスケジュールについて 
   別紙のとおり全体を５回に分けて再検討していくことに決定。 
   次回以降の日程：６月１６日、２３日、３０日、７月７日 

（いずれも１９時３０分～） 

参加は任意とし、都合のつく会への参加でよい。 

   会へ参加できなくても意見があれば事務局へ伝えていただく。 

 



 

・その他  特になし 

   

 

○素案の検討 

   出席者全員で再度素案を読み直しながら意見を出し合った。 

   検討箇所（素案Ｐ１～Ｐ１５） 

策定趣旨～施策の体系 

   第１編 活力ある産地づくり～雇用対策の充実 

   

 

○閉会 

 

    

 


